
第１回大島町地域公共交通活性化協議会会議結果（要旨） 

 

会  議  名 第１回大島町地域公共交通活性化協議会 

開  催  日  時 令和 5 年 3 月 28 日（火）午前 10 時 00 分から午前 11 時 30 分まで 

開  催  場  所 大島町開発総合センター1 階 大会議室 

開 催 方 法 オンサイト、Ｗｅｂ会議システムを利用したオンライン会議によるハイブリット形式 

委員出席等 

木中会長、長野職務代理、小池委員、長谷川委員、柴田委員、岡田委員、 

堀江委員、飯箸委員、鈴木委員（代理：中川氏）、清家委員（代理：中川氏）、 

下村委員、髙橋委員、藤田委員、吉澤委員、鈴木委員、宮本委員、米澤委員、 

辻委員、平野委員、山本委員、稲葉委員、川島委員、佐々木委員 

事務局出席者 船木事務局長、中村事務局員、秋田事務局員 

議事・報告 

【報告事項】 

（１） 大島町地域公共交通活性化協議会設置要綱 

（２） 大島町地域公共交通活性化協議会規約・規定 

【議事】 

（１） 地域公共交通計画策定に向けた手順について 

（２） 地域公共交通計画の構成について 

（３） 大島町の現状・課題について 

（４） その他（意見交換） 

会  議  資  料 別添のとおり 

会  議  結  果 

【報告事項】 

・事務局より協議会の設定要綱ならびに規約・規定、会議の注意事項の説明を行っ

た。 

【議事】 

（１） 地域公共交通計画策定に向けた手順について 

 ・事務局より資料説明を行った。 

（２） 地域公共交通計画の構成について 

 ・事務局より資料説明を行った。 

（３） 大島町の現状・課題について 

 ・事務局より資料説明を行った。 

（４） その他（意見交換） 

 ・各委員との意見交換を行った。 

出された主な意見 

・島内にあまり人が歩いていない。また、自家用車に乗っている人が多い。そうなる

と、高齢化が進むと、免許返納により動けなくなってしまうことになる。 

そういう人たちのための手段として、「デマンド」「家族送迎」や新しい手法として

「ライドシェア」などもある。実験してはまるパターンを考えることが大事なので

は？ 



一方で、せっかくバスがあるのに使われないというのは残念。あるのに使われない

というのはどういう状況なのか、意見ベースの議論が必要だと思う。単純に「利便

性が低い」だけではなく、もう少し深堀を。交通はほかのサービスとの複合化が大

事。いかにして維持していくのか、魅力を、付加価値をつけていくことが大事なの

ではないか。 

そのためには、来島者や生活者のニーズの違いを明らかにして、来島者向けのサー

ビスを考える。生活者向けにはバスが生命線と学習してもらう。 

大島には大島のニーズがあるはず。人によって違うニーズを集約して目的を整理す

るところからがスタートだと思っている。今後の調査では、バス事業者の展開、町

との連携ということについて、行政と事業者がタッグを組むことが大事だと思って

いる。 

・自分で運転して移動できるのでバスを使わない。周りを見ても、同様だと思う。 

元町や岡田はいいが、山奥に住んでいる人が運転できなくなることが心配。 

バスを小型化してはどうか？現状、空席が多いので、必要なところに走れるようにし

たほうがいいのでは？ 

・外に出なくても、家の近くに来てくれて買い物ができる、移動販売車という考え方も

あるかと思う。 

・免許返納や公共交通の生活者意識。運転免許を持っている人はバスに乗らない。自分

も含め、公共交通の利用価値があるということ意識の変化をさせていかないといけな

い。まず一番大事なのは意識変化である。 

・マンパワーについてだが、労働力の流動性を確保する方策が考えられる。鳥取県の日

南町では、一つの運営会に人材をプールして、日ごとに当て込むという実験を行って

いる。欧州の運輸連合のミニ版の取組 

移動スーパーなど、アイデアをもらった。そういうアイデアを実験していくことが大

事。その際、継続可否の判断の方法が重要になってくる。 

 

問い合せ先 事務局 大島町政策推進課振興企画係 04992-2-1444 

 


